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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

　・総務からの賞与コメントまだの方は、勤務時に早くいただいて下さい。

　・引き続き、インフルやノロの対策としての日常の衛生面の患者様への対応と

　　スタッフ自身の自己管理続けて下さい。

＜患者様連絡事項＞

・稲垣　恵利子様～本日AMにSW同伴で青山荘見学に行っています。

　　　　　　　　　青山荘職員からのオリエンテーションを受けてきました。

　　　　　　　　　→1月11日（水）体験利用予定、SW同伴する。外出願い提出。

　　　　　　　　　　※外泊迎え時に家族が来たら、SWに連絡との事。

・大下　伸治様～1月4日より、DC体験利用が始まります。

　　　　　　　　1/4（水）9時30分～12時

　　　　　　　　1/6（金）9時30分～12時

　　　　　　　　1/11（水）9時30分～12時

　　　　　　　　1/12（木）13時50分～16時

　　　　　　　　1/13（金）9時30分～15時30分（昼食は病院で）

　　　　　　　　※1/19（水）～21日（金）は、GH体験利用

・戸賀沢　潔様～外泊帰院時に財布2個持ってくる。その2個を預かりボックスに

　　　　　　　　置いて、今まで預けてあった財布は本人が自分で持っている。

＜要注目患者様について＞

・中野渡　鉄男様～本日昼の血圧高値（数回とも）示している。

　　　　　　　　　14時20分、血圧125/87㎜Hgに落ち着いている。

・高山　英佐様～外泊中はロラゼパム3回使用している。家にいても病院にいても

　　　　　　　　ソワソワの様子は変わらないと話す。

　　　　　　　　31日連絡のあった就床前薬1P見当たらなくなった件は、でてくることなく昨日分を服用せずに帰院する。（休めている）

　　　　　　　　外泊はゆっくりしてきたと話す。

・日向端　庸男様～本日よりDC再開している。

　　　　　　　　　やや再開の戸惑いもあるので、都度の声掛けをしていくこと。

・五日市　規様～血圧値が少しずつ落ち着いてきている。

・藤村　悦子様～本日より臨時薬（水沢病院のものから当院処方）切り替わり。

　　　　　　　　本人へは同様の内科薬であることの説明を行っている。

＜外泊帰院者の家族対応＞

・伊藤　義彦様～弟様との対応。

　　　　　　　　兄様の状況→12/10より三沢市立病院からシニアライフ大津への入所

　　　　　　　　（3ヶ月くらいで退所の予定、その後は実家に戻れるのか、他施設を

　　　　　　　　　探すのか・・・）

　　　　　　　　今回外泊では、弟（誠様）・妹（西舘様）・本人での話は少しできた

　　　　　　　　との事。以前から同様に弟様は、本人が自宅に帰ってきてくれればの

　　　　　　　　思いはある。妹様はまだどちらとも言えない迷いはある様子。施設に

　　　　　　　　いる兄との話は出来ていない。弟様の口からは、地域との兼ね合いも

　　　　　　　　との言葉は出ている。また、

　　　　　　　　本人は青山荘などの施設については拒否、自宅に帰る方向しか返事は

　　　　　　　　ない。（スタッフからの提案に対しても、青山荘は首を振る。）

　　　　　　　　→結論なし

　　　　　　　　　このような機会を積み重ねながら、支援結果を出せるようにしていき

　　　　　　　　　たいことを伝えて、話し合いを終える。

　・中川原　義雄様～妻様との対応。

　　　　　　　　　　今回の外泊はそれなりでした？・・・と話す。

　　　　　　　　　　（ケンカしたと手紙には記載あり、本人は話していない）

　　　　　　　　　　多少の体調（病状）変化を予測しながら、まずは退院してみること

　　　　　　　　　　を今回は進めていくこと（受け持ちスタッフ・ＳＷとの話し合い）

　　　　　　　　　　の確認説明を行っている。

　　　　　　　　　　外泊行く前に1月22日（日）を家族からの希望として受けていたが、

　　　　　　　　　　家族や病院側の準備等も合わせ、正式な退院の日取りについては

　　　　　　　　　　調整していくことの説明も行っている。

　　　　　　　　　　妻様は了解する。

　　　　　　　　　　→退院の方向で引き続き準備していく。

　・戸賀沢　潔様～姉様（南部町：野田様）対応。

　　　　　　　　　外泊中は暇があれば水ものを口にしていたとの事。

　　　　　　　　　病気（精神的）のほうはだいぶいいけど、生活面を考えるとやまずみ

　　　　　　　　　の課題と話する。

　　　　　　　　　家族いわく退院の取り組みは分かるが、今の本人の様子ではまだまだ

　　　　　　　　　との答えである。ＧＨの話なども本人はするが、過去のことばかり

　　　　　　　　　話してとどんなものかとも話している。

　　　　　　　　　戸賀沢様自身の現状として、生活の中での課題（他人とのやり取りか

　　　　　　　　　ら生ずる事がらや、多飲水など）の改善結果は今後も出ずらい状況に

　　　　　　　　　あるが、何かできる方向性はないものかと今後の協力も改めて要請

　　　　　　　　　している。

　　　　　　　　　→結論なし、引き続き時間はかかる。

　　　　　　　　　　生活管理的な関わりが強く求められる。

